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最上川中流水防災意識社会再構築ビジョンの取組

thr62007
タイプライターテキスト
－１－



■ 『伝える』に関する取組状況
伝える

主な取組項目 市町村 最上広域 県 気象台 東北地整 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

目　標 予測改良モデル検証・システム改良構築

実　績 現洪水予測ﾓﾃﾞﾙ検証解析・改良方針決定

目　標

実　績 簡易予測の検討・とりまとめ

目　標

実　績 山形県内配信

目　標 H29.７山形県内配信開始予定

実　績

目　標

実　績 1/20 直轄河川浸想公表

目　標 最北地区の１０市町村　HM作成予定(H29～32)

実　績 2/15ハザードマップ作成支援ツール説明会開催(10市町村)

目　標 今年度　具体計画・実施を確認（確認中）（H29～H32）

　　　　　　10/29～30　真室川町　防火座談会で防災教育　10月～11月　山形県リーダー研修会　1/8　金山町消防集会で防災教育

6月～11月　真室川町　16地区でDIGの実施

目　標 巡回パネル展（H29～H32）

実　績 10市町村で実施

目　標 防災教育開始（Ｈ２９～３２）　真室川小学校（Ｈ２９～）

実　績 H28.7真室川町　北部小学校砂防防災教育 9/10最上支部防災訓練（鮭川村）降雨体験装置

最上圏域(県区間)浸水想定区域図の作成(H29～32)

○ ○ 〇
実　績

・構成機関の出前講座や過去の災害体験者からの伝承に
　よる身近な防災教育

○

・小学校における防災教育・体験型防災教育

・巡回パネル展による防災活動

（１）『伝える』に関する取組 H２８

・想定最大規模の浸水想定区域図の作成

・災害規模に応じた垂直避難箇所や二次避難方法等を
　明確化した直轄区間のハザードマップの更新

①気象・水文情報・避難
に必要なリスク情報等
の共有手法の整備 ・気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善

　（水害時の情報入手のし易さをサポート）

・洪水予測の精度向上

・上下流水位相関による簡易予測

H２９

○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

・XRAIN配信エリアの拡大

②住民が自ら避難行動
を行うための防災教育
等の啓発活動

参考資料

有り

有り

有り
※資料-3

有り

有り

有り

有り
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１．洪水ハザードマップの危険エリア

①規定最大規模洪水での浸水範囲・浸水深

②早期の立退避難が必要な区域（家屋倒壊危険

エリア）

③複数の災害情報による危険エリア

２．記載すべき事項

①避難場所・避難経路等

②気象・洪水予警報、避難勧告等の情報入手法

③水害発生メカニズム、過去の水害、緊急時の心

構え等

３．効果向上、普及活用の工夫

①住民参加のハザードマップ（まるごとまちごとハ

ザードマップ、マイハザードマップ）

②住民対象の説明会、ワークシップ

③避難訓練、情報伝達訓練学校教育等での活用

４．市町村への支援

①作成・利活用に国、県は積極的に支援

②国はハザードマップ作成支援ツールの提供

伝える
～国・県は積極的に支援～

ハザードマップ作成（各市町村）

市町村防災実務担当
者へのハザードマップ
説明会（Ｈ２８実績）

洪水ハザードマップの公表予定
H29.5時点 予定

市町村名
公表予定時期

備考H29.4
～6

H29.7
～9

H29.10
～12

H30.1
～3

H30.4
以降

戸沢村
○
H30

新庄市 △
○
H30

※（△は畑地区版）

大蔵村 ○

舟形町 ○

尾花沢市
○
H30

大石田町
○
H32

鮭川村
○
H30

真室川町 ○

金山町 ○

最上町
○
H32
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●市町村防災担当者のための『ハザードマップ作成支援ツール』説明会を実施
・ビジョン取組【伝える】【促す】【動く】として、H29.1.20公表「最上川中流の浸水想定区域図（想定最
大）」を用い、市町村防災実務担当者へ国交省HM支援ツール操作体験講習を実施。

・地域住民の水害からの避難や被害軽減に対する『河川管理者として積極的な支援』を実施
・各市町村の洪水ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ早期完成を促す取組（短期間・安価・容易に作成できる）。

■防災担当者の声
・ハザードマップ作成支援ツールは知っていたが、操作方
法がわからなかったので、操作体験が非常に役に立つ。

・支援ﾂｰﾙによる「浸水想定区域・家屋倒壊危険区域・避
難場所などの重合せ操作」も平易で分かり易く簡単にHM
原案の作成ができそうだ。

・自らが避難場所を表記することにより、防災担当者として
の役割が明確になる。

・役場内等職員での情報を共有したい。

操作体験説明会開催状況

■日時：２月１５日（水） １３：３０～１５：３０
■場所：新庄河川事務所

●出席者：新庄市・尾花沢市・大石田町・舟形町・金山町・
真室川町・大蔵村・鮭川村・戸沢村・最上町・山形県

●内容：①各市町村へ浸水想定区域図電子ﾃﾞｰﾀ等を配布
②洪水ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成にあたっての注意点について
③避難勧告等に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの変更について
④ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ支援ﾂｰﾙ説明、実操作・作成体験

伝える 避難に必要な情報等の共有手法の整備
～ハザードマップ作成支援ツール説明会～
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伝える 住民が避難行動を行うための啓発活動
～災害図上訓練｢DIG｣の実施 真室川町～

真室川町では、昭和５０年８⽉６⽇に発⽣した｢真室川災害｣の経験を活かし、
防災⼒を向上させる取組として、DIG（防災マップ作り）をH28年6〜11⽉にか
け、16地区にて実施しました。

参加者が⾃分の地域の地図を囲みながら、ゲーム感覚で災害時の
対応を考える防災訓練。

①地域の⼤きな地図を広げて、その上にビニールシートを被せます。
②参加者は地図を囲み、地図にマジックで⾊を塗ったり、シールを張り、
地域の特徴を再認識します。
③地域の危険はどこか、災害が起きたらどうするかなどを議論し、防災意識
を⾼めます。

1. 防災上での地域の強さ、弱さを理解することができる。
※ 地域の防災⼒を理解し、災害に備える

2. 出会いの場ができ、顔の⾒える関係づくりができる。
※地域コミュニティの醸成・防災ネットワークの推進

3. 情報を共有することができるので、共通の認識を持つことができる。
※ 災害に対して同じイメージ・価値観を持つ

DIGとは？

DIGの⽅法

DIGの効果

thr62007
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■ 『促す』に関する取組状況
促す

主な取組項目 市町村 最上広域 県 気象台 東北地整 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

目　標 金山川（直轄管理区間）作成（H29）　各市町村・県への確認（H29～H32）

実　績 丹生川・最上小国川・本川補助地点作成（直轄管理区間）

目　標 各市町村（戸沢村以外）　避難勧告・伝達ﾏﾆｭｱﾙ作成

実　績 戸沢村避難勧告・伝達ﾏﾆｭｱﾙ作成

目　標 洪水対応演習 学習型訓練（セミロールプレイング）

実　績 洪水対応演習 5/12　洪水対応演習

目　標 最北１０市町村で逐次対応

実　績 最北１０市町村で逐次対応

目　標 H30　出水期前運用開始予定

実　績

目　標 量水標８、簡易ｱﾗｰﾄ１を設置（H29）簡易アラート３、簡易水位計１　CCTV堀内　（H32まで設置）

実　績 危険箇所３４箇所のうち【簡易水位計３（計画４）、量水標26（計画34)、簡易ｱﾗｰﾄ0（計画４）、CCTV堀内（計画）】

目　標 １０月～11月　県実施予定　今年度　具体計画・実施を確認（秋の幹事会まで各市町村で検討）

　　　　　　10/29～30　真室川町　防火座談会で防災教育　10月～11月　山形県リーダー研修会　1/8　金山町消防集会で防災教育

6月～11月　真室川町　16地区でDIGの実施

目　標 今年度　具体計画・実施を確認（秋の幹事会まで各市町村で検討）

実　績 要配慮社利用施設管理者説明会

目　標 今年度　具体計画・実施を確認（秋の幹事会まで各市町村で検討）

実　績

・消防団、自主防災組織のリーダーを対象とした研修会等の開催 ○ ○ 〇
実　績

○

○

○

・確実な避難行動に向けた簡易アラート装置や
　 簡易水位計の整備

○○

・旅館や商業施設等との連携による観光客の避難体制の構築

・福祉施設等の施設責任者との連携による要配慮者の
　 避難体制の構築

○○

○○○

・緊急速報メールを活用したプッシュ型の洪水予報の配信

（２）『促す』に関する取組

○ ○ 〇 ○

○

③支援が必要な要配慮
者が迅速・確実に避難

できる体制の構築

○

H２８ H２９

○

・タイムラインに基づく市町村避難行動マニュアル(案)の整備

・タイムラインに基づく学習型訓練の実施

・ホットライン、エリアメール、防災無線戸別受信機等を活用した
　プッシュ型の情報提供

①住民が迅速・確実に
避難を行うために構成
機関の連携を強化

・タイムラインの精度向上
　(地域避難特性を踏まえた避難時間の確認)

②避難のきっかけとなる
情報提供・伝達手法の

改善

参考資料

有り

有り

有り

有り

有り

有り
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河川名 距離標 左右岸 地区名

○ 最上川中流 18.4 右岸 戸沢村金打坊地区 8.0m 8.2m 15

○ 最上川中流 13.0 左岸 戸沢村古口地区 10.5m 10.7m -
○ 最上川中流 14.4 左岸 戸沢村真柄地区 9.8m 10.0m 8
○ 最上川中流 15.2 右岸 戸沢村皿島地区 8.8m 9.0m 15
○ 最上川中流 18.2 左岸 戸沢村蔵岡地区 9.8m 10.0m 35
○ 最上川中流 18.2 右岸 戸沢村津谷地区 9.8m 10.0m 80

○ 鮭川 2.6 右岸 戸沢村津谷地区 6.5m 6.9m 80
○ 鮭川 3.0 左岸 戸沢村岩清水地区 6.3m 6.7m 11
○ 鮭川 6.8 右岸 戸沢村名高・松坂地区 6.1m 6.5m 4

堀内 ○ 最上川中流 20.2 左岸 新庄市畑地区 6.3m 6.5m 10

本合海（サブ観測所） ○ 最上川中流 20.2 左岸 新庄市畑地区 5.6m 5.8m 10

最上川中流 29.0 左岸 大蔵村白須賀地区 7.9m 8.1m 8

最上川中流 30.4 左岸 大蔵村烏川地区 7.9m 8.1m 15
○ 最上川中流 25.8 左岸 大蔵村作の巻地区 8.8m 9.0m 15
○ 最上川中流 27.8 右岸 大蔵村清水地区 8.2m 8.4m 250

○ 最上川中流 25.8 左岸 大蔵村作の巻地区 6.4m 6.6m 15
○ 最上川中流 27.8 右岸 大蔵村清水地区 5.8m 6.0m 250
○ 最上川中流 29.0 左岸 大蔵村白須賀地区 5.5m 5.7m 8

○ 最上川中流 33.8 左岸 舟形町堀内地区 7.6m 7.8m 10

○ 最上川中流 33.0 左岸 舟形町本堀内地区 7.9m 8.1m 5

長者原 ○ 最上小国川 1.8 左岸 舟形町富田地区 3.3m 3.95m -

最上川中流 46.6 左岸 尾花沢市大向地区 7.7m 7.9m 3

最上川中流 48.8 右岸 尾花沢市芦沢地区 7.9m 8.1m 5

○ 最上川中流 46.6 左岸 大石田町白鷺地区 7.7m 7.9m 3

○ 最上川中流 52.6 右岸 大石田町駒籠地区 6.7m 6.9m 7
○ 最上川中流 51.4 左岸 大石田町大浦地区 7.8m 8.0m 3
○ 最上川中流 53.4 左岸 大石田町川前地区 7.5m 7.7m 2

○ 最上川中流 55.2 右岸 大石田町豊田地区 16.5m 16.9m 10
○ 最上川中流 58.0 左岸 大石田町横山地区 16.7m 17.1m 320
○ 最上川中流 58.0 右岸 大石田町大石田地区 16.7m 17.1m 400
○ 最上川中流 59.8 右岸 大石田町今宿地区 16.7m 17.1m 250

岩ヶ袋 ○ 丹生川 1.4 左岸 大石田町豊田地区 2.8m 2.9m -

真木 ○ 鮭川 13.4 左岸 鮭川村上大渕・庭月地区 6.7m 7.1m 8

真室川 ○ 真室川 0.4 左岸 鮭川村石名坂地区 4.4m 4.7m 90

真室川 1.4 左岸 真室川町新町地区 4.2m 4.5m 5

真室川 3.0 左岸 真室川町新町地区 4.1m 4.4m 330
○ 真室川 0.6 右岸 真室川町木下地区 3.7m 4.0m 10

○ 金山川 0.6 左岸 真室川町平岡地区 2.8m 3.0m 7
○ 金山川 0.0 左岸 真室川町新町地区 3.0m 3.2m 330

○

大石田町

堀内

大石田

鮭川村

真室川町

真室川

平岡橋

舟形町
堀内

尾花沢市 堀内 ○

大蔵村

堀内
○

清水（サブ観測所）

浸水戸数
(H14浸水想定)

戸沢村

古口

真木

新庄市

避難判断
水位

危険水位
（換算水位）

市町村名 観測所名
市町村
ﾀｲﾑﾗｲﾝ

補助
ﾀｲﾑﾗｲﾝ

危険箇所

➀最上川中流部の浸⽔危険箇所（全箇所）と危険⽔位・避難判断⽔位・ﾀｲﾑﾗｲﾝを作成。
➁今後の洪⽔により、現計画の検証・精度向上を図っていく。

（ ：H27、 ：H28）

促す 住⺠が避難を⾏うために連携を強化 〜タイムラインの精度向上〜
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○⼾沢村 ◆⾦内坊地区（最上川）◆津⾕地区 （鮭川）

○新庄市 ◆畑地区（最上川）

○⼤蔵村 ◆⽩須賀・烏川地区（最上川）

○⾈形町 ◆堀内地区（最上川） ◆富⽥地区 （最上⼩国川）

○尾花沢市 ◆⼤向・芦沢地区（最上川）

○⼤⽯⽥町 ◆⽩鷺地区（最上川） ◆駒籠地区（最上川） ◆豊⽥地区（最上川）
◆豊⽥地区（丹⽣川）

○鮭川村 ◆上⼤渕・庭⽉地区（鮭川） ◆⽯名坂地区（真室川）

○真室川町 ◆新町地区（真室川） ◆平岡地区（⾦⼭川）

■市町村タイムライン（浸⽔⼾数10⼾以上（H27.4策定））

○⼾沢村 ◆古⼝地区（最上川） ◆真柄地区（最上川） ◆⽫島地区（最上川）
◆蔵岡地区（最上川） ◆津⾕地区（最上川） ◆岩清⽔地区（鮭川）
◆名⾼・松坂地区（鮭川）

○新庄市 ◆畑地区［サブ観測所］（最上川）

○⼤蔵村 ◆作の巻地区［サブ観測所含む］（最上川）
◆清⽔地区［サブ観測所含む］ （最上川）
◆⽩須賀地区［サブ観測所］ （最上川）

○⾈形町 ◆本堀内地区（最上川）

○⼤⽯⽥町 ◆⼤浦地区（最上川） ◆川前地区（最上川） ◆横⼭地区（最上川）
◆⼤⽯⽥地区（最上川）◆今宿地区（最上川）

○真室川町 ◆⽊下地区（真室川） ◆新町地区（⾦⼭川）

洪⽔予報の受持区間ごとに、危険⽔位が最も低くかつ浸⽔⼾数10⼾以上の
危険箇所における市町村毎のタイムライン （H27 策定済）

浸⽔⼾数1⼾以上の危険箇所において、市町村等の危機管理対応のため作成
した補助タイムライン （H29.３⽉末 計画）

■補助タイムライン（浸⽔⼾数1⼾以上（H29.3 試⾏））

促す 住⺠が避難を⾏うために連携を強化
〜タイムラインの精度向上〜
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促す
住⺠が避難を⾏うために連携を強化〜タイムラインの精度向上〜

堀内観測所

清⽔観測所
【サブ】

作の巻地区

新庄市

⾈形町

⼤蔵村

サブ観測所の設定【事例：⼤蔵村作の巻地区】

清⽔観測所【サブ観測所】タイムライン堀内観測所タイムライン

➀堀内水位観測所の受持区間は長く、 『大蔵村白須賀・清水・作の巻地区、
新庄市畑地区の水位』は、最上小国川や銅山川の流入量により変動が大きい。

➁そこで、上記４地区のﾀｲﾑﾗｲﾝ精度向上に向け、堀内水位観測所に加え、

サブ観測所（清水及び本合海水位観測所）によるﾀｲﾑﾗｲﾝをH29.3設定し
た。

H14浸⽔想定 H29浸⽔想定（L1) H29浸⽔想定（L２)

8.8ｍ
（堀内⽔位観測所）

9.0ｍ
（堀内⽔位観測所）

6.4ｍ
（清⽔⽔位観測所）

6.6ｍ
（清⽔⽔位観測所）

浸⽔⼾数避難判断⽔位
（換算⽔位）

氾濫危険⽔位
（換算⽔位）

危険箇所

作の巻地区 １５⼾ ７⼾ １０⼾
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促す 住⺠が避難を⾏うために連携を強化
〜市町村避難⾏動マニュアルの整備〜

➀⼾沢村は、住⺠が避難⾏動をとる判断ができるような情報提供を⾏うため、平成29
年２⽉『避難勧告等の判断・伝達マニュアル』を策定しました。

➁尾花沢市は、『避難所運営初動マニュアル』を作成済み。
➂真室川町は、『避難勧告等の判断・伝達マニュアル』を作成中。

他の市町村は、今後作成予定。
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促す
タイムラインに基づく学習型訓練の実施〜洪⽔対応演習の実施〜

新庄河川事務所では、梅雨・台風等の本格的な出水期を前にその対応に
万全を期するため、気象台・県・大石田町ほか沿川市町村と連携して平成
29年5月12日（金）に｢洪水対応演習｣を実施しました。

主な訓練内容

・情報伝達訓練
・システムを活⽤した訓練
・ホットライン（電話）による
情報共有の訓練
※ホットライン情報共有訓練に
参加して頂いた市町村
【新庄市・⼤⽯⽥町・⼾沢村】

今後の大規模災害発生時における関係機関（市町村、県、国）の役割・対応に
ついて共同で訓練します。（セミロールプレイング方式）
時期等の詳細は、７月期中に関係機関と調整を行い、案内申し上げます。

ホットライン情報共有訓練システムを活⽤した訓練訓練状況
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促す
緊急速報メールを活⽤したプッシュ型の洪⽔予報の配信

最上川では、平成３０年出⽔期前に運⽤

●配信情報
対象河川において、「河川氾濫のおそれがある（氾濫危険⽔位を
超えた）情報」及び「河川氾濫が発⽣した情報」を配信

●対象者
配信エリア内の携帯電話（NTTドコモ、KDDI・沖縄セルラー、
ソフトバンク（ワイモバイル含む））のユーザーを対象

流域⾃治体へ配信される洪⽔情報の例

thr62007
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L1
（参考値）

L2

1 最上川中流 13.0 左岸
戸沢村古口地区 - 117 167

10.7m － － - ● ●
古口排水機場第二排水樋管（外）
古口排水機場第二排水樋管（内）

約275m
約270m

○
○

2 最上川中流 14.4 左岸
戸沢村真柄地区 8 117 167

10.0m － － - - ○
古口排水機場第二排水樋管（外）
古口排水機場第二排水樋管（内）
古巻沢排水樋管

約1850m
約1765m
約1760m

○
○
○

3 最上川中流 15.2 右岸
戸沢村皿島地区 15 6 15

9.0m － － - - ○
古巻沢排水樋管

約1090m ○

4 最上川中流 18.2 左岸
戸沢村蔵岡地区 35 69 69

10.0m － － - - ●
角間沢排水樋管

約110m ○

5 最上川中流 18.2 右岸
戸沢村津谷地区 80 6 73

10.0m － － ○ - ○
角間沢排水樋管

約665m ○

6 最上川中流 18.4 右岸
戸沢村金打坊地区 15 5 14

8.2m － － - - ●
角間沢排水樋管

約500m ○

7 最上川中流 20.2 左岸
新庄市畑地区 10 9 13

6.5m ●本合海 5.8m - - ●
本合海
道路「蔵岡」ライブカメラ

約1800m
約1000m

△
△

要樹木伐採
制御権無し

8 最上川中流 25.8 左岸
大蔵村作の巻地区 15 7 10

9.0m ●清水 6.6m - - ○
清水排水樋管

約790m ○

9 最上川中流 27.8 右岸
大蔵村清水地区 250 215 238

8.4m ●清水 6.0m - ● ○
清水排水樋管清水消流雪 約700m

約780m
○
○

10 最上川中流 29.0 左岸
大蔵村白須賀地区 8 15 23

8.1m ●清水 5.7m - - ○
清水消流雪

約500m ○

11 最上川中流 30.4 左岸
大蔵村烏川地区 15 1 3

8.1m － － ● - ●
カメラ無し

- -

12 最上川中流 33.0 左岸
舟形町本堀内地区 5 0 0

8.1m － － - - ○
カメラ無し

- -

13 最上川中流 33.8 左岸
舟形町堀内地区 10 19 24

7.8m － － - - ○
●新規整備

- -

14 最上川中流 46.6 左岸
尾花沢市大向地区・
大石田町白鷺地区

3 2 2
7.9m － － - - ○

名木沢
約350m ○

15 最上川中流 48.8 右岸
尾花沢市芦沢地区 5 1 1

8.1m － － - - ○
カメラ無し

- -

16 最上川中流 51.4 左岸
大石田町大浦地区 3 10 16

8.0m － － - - ○
大浦第一排水樋管

約840m ○

17 最上川中流 52.6 右岸
大石田町駒籠地区 7 7 30

6.9m － － - - ●
大浦第一排水樋管
川前第二排水樋管

約510m
約800m

○
○

18 最上川中流 53.4 左岸
大石田町川前地区 2 6 8

7.7m － － ○ - ○
川前第二排水樋管

約90m ○

19 最上川中流 55.2 右岸
大石田町豊田地区 10 345 394

16.9m － － ○ - ○
豊田第二排水樋管

約300m ○

20 最上川中流 58.0 左岸
大石田町横山地区 320 195 215

17.1m － － - - ○
横山第四排水樋管
横山第二排水樋管
大石田出張所

約620m
約1080m
約2110m

○
○
○

21 最上川中流 58.0 右岸
大石田町大石田地区 400 345 394

17.1m － － - ● ○
横山第四排水樋管
横山第二排水樋管
大石田出張所

約390m
約1060m
約2030m

○
○
○

22 最上川中流 59.8 右岸
大石田町今宿地区 250 38 38

17.1m － － - - ○
横山第二排水樋管
大石田出張所

約450m
約550m

○
○

23 鮭川 2.6 右岸
戸沢村津谷地区 80 49 71

6.9m － － - - ○
角間沢排水樋管

約1600m
○
○

24 鮭川 3.0 左岸
戸沢村岩清水地区 11 12 24

6.7m － － - - ○
カメラ無し

- -

25 鮭川 6.8 右岸
戸沢村名高・松坂地区 4 14 26

6.5m － － - - ○
カメラ無し

- -

26 鮭川 13.4 左岸
鮭川村上大渕・庭月地区 8 1 38

7.1m － － - - ○
鮭川橋

約490m ○

27 真室川 0.4 左岸
鮭川村石名坂地区 90 85 90

4.7m － － - - ○
真鶴橋

約825m ○

28 真室川 0.6 右岸
真室川町木下地区 10 9 16

4.0m － － - - ○
真鶴橋

約780m ○

29 真室川 1.4 左岸
真室川町新町地区 5 172 244

4.5m － － - - ○
真鶴橋
真室川防災ステーション

約170m
約380m

○
○

30 真室川 3.0 左岸
真室川町新町地区 330 172 244

4.4m － － - ● ○
新橋

約175m ○

31 金山川 0.0 左岸
真室川町新町地区 330 251 385

3.2m － － - - ○
新橋

約150m ○

32 金山川 0.6 左岸
真室川町平岡地区 7 251 385

3.0m － － - - ○
新橋

約1000m ○

33 最上小国川 1.8 左岸
舟形町富田地区 - 2 7

長者原 3.95m 3.95m － － - - ●
カメラ無し

- -

34 丹生川 1.4 左岸
大石田町豊田地区 - 44 411

岩ヶ袋 2.9m 2.9m － － -
- ● 豊田第二排水樋管

約1150m ○

平岡橋 3.2m

備　　考

大石田 16.9m

真木 6.7m

真室川 4.4m

危険箇所
との距離

危険箇所における
状況監視の視認性

古口 8.2m

堀内 7.8m

簡易
水位計

簡易
アラート

量水標

近傍のCCTVカメラ名

河川名 キロ標
左右
岸

地区名
H14

浸水想定

H29.1公表浸水想定
観測所名

危険水位
（換算水位）

氾濫 危険
水位

観測所名
危険水位

（換算水位）
近傍のCCTVカメラ名

No

危険箇所 浸水戸数 基準水位観測所 サブ観測所

【危険箇所における観測設備一覧】 〇整備済 ●H28整備 ●H29整備予定 ●H30～H32整備予定
促す ～確実な避難行動に向けた簡易アラート装置や簡易水位計の整備～

簡易アラートイメージ

簡易水位計（豊田地区)

量水標
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促す ⾃主防災組織のリーダーを対象とした研修会等の開催
山形県危機管理課は、自主防災組織の指導的立場にある者を対象に、知識と技能の習得を目

指し、もってその役割についての自覚を高め、地域防災力の強化に資することを目的として、県内
各地域の実情や課題を踏まえた研修会を各総合支庁で開催した。
最上地域では平成28年11月13日に開催し、防災講話、救命救急講習、避難所運営ゲーム

などの研修会を行った。

H29も継続実施する（県危機管理課）
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主な取組項目 市町村 最上広域 県 気象台 東北地整 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

目　標 東北水防演習(秋田市） 各市町村防災訓練

実　績 各市町村防災訓練 5/28　東北水防演習(秋田市） 9/10　最上支部総合防災訓練（鮭川村）降雨体験装置

目　標 戸沢村蔵岡、大石田町今宿L2対応・鮭川村川口作成

実　績 大蔵村烏川地区 作成 烏川看板設置

目　標 設置箇所の計画

実　績 鮭川村１箇所(名高第一)

目　標 最上広域・国交省訓練

実　績 最上広域・国交省訓練

目　標 市町村地域防災計画への掲載

実　績 協議会で連絡体制確認

目　標 浸水想定区域に基づき各市町村確認・対応

実　績

目　標

実　績

目　標

実績

目　標 戸沢村管内（H30～H31）新庄市管内（H31～H32）

実　績

目　標

実　績 毒沢地区漏水対策 毒沢地区漏水対策

目　標 最上小国川ダム建設中

実　績 最上小国川ダム建設中

目　標 河道状況により計画的な実施

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績 直轄管理区間対策完了

目　標 直轄管理区間対策完了

実　績

河川河道掘削と各市町村との計画確認・全体計画作成

○

・排水訓練の実施

・樋門・樋管操作(閉)時の回転灯設置の整備

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

・洪水氾濫を未然に防ぐ対策（ハード対策）

　１）堤防整備・河道掘削（L=0.3km）
　　【直轄管理区間】

　４）堤防整備、河道掘削、樹木伐採
　　【県管理区間】

　３）最上小国川流水型ダムの建設
　　【県管理区間】

　２）堤防裏法尻の補強
 　【直轄管理区間】

　１）堤防天端の保護
 　【直轄管理区間】

・孤立者、垂直避難時の急病人の搬送のためのヘリポートとして
　活用可能な箇所の検討

・広域避難に向けた隣接市町村間の具体的な協定構築

○

・大規模災害時のTEC-FORCE、リエゾン派遣、自衛隊、医療機関、
　福祉機関等による連携・支援体制の構築

○

○○ ○

○

②行政機関等が住民の
暮らしと生命を守るため
に動く取組

○

○ ○

○

　２）漏水対策（L=7.1km)
　　【直轄管理区間】

○

○

・危機管理型ハード対策

①住民が自ら考え行動
するための取組

（３）『動く』に関する取組

・消防団、自主防災組織を主体とした様々な危険を想定した避難誘導、
　水防活動訓練の実施

・まるごとまちごとハザードマップの追加整備、設置済箇所の効率・
　実践改訂

○ ○

○ ○

H２８ H２９
参考資料

有り

有り

有り

■ 『動く』に関する取組状況
動く

L2：想定最大規模の降雨（1/1000確率クラス）による洪水浸水区域

H28.9.4
真室川町 水防活動訓練 回転灯
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大蔵村烏川地区において、生活空間である「まち」の中に地区の洪水にかかる各種情報を標識として
表示する『まるごとまちごとハザードマップ』の作成に取り組みました。

3回にわたるワーキングやまち歩きを通し、浸水の範囲や深さ、安全な避難経路の確認、それら
が一目でわかるようなまるまち標識のデザイン、設置箇所などについて意見を交わし、実践を行いまし
た。また住民の意見を反映させた地区洪水ハザードマップを作成し公表することになりました。

第2回 住⺠参加型による
意⾒抽出⽅式のワーキングを開催

第3回 まち歩きの実施

住民から頂いた意見を附箋に記述し、烏川
地区に特化した内容を地図上へ展開

「まるまち標識」
（仮設置）

第1回 住⺠説明の開催

L1、L2の浸水想定範囲や
浸水深を住民に説明

実際にまるまち標識を貼り、標識
デザインと貼る場所を再確認

地区ハザードマップの作成

住民意見を取り入れた、烏川地
区独自のハザードマップを作成

動く ⾃ら考え⾏動するための取組
〜まるごとまちごとハザードマップ ⼤蔵村烏川地区〜

平成29年2月20日 山形新聞2面 H29の予定
・⼾沢村蔵岡地区
（L2対応）
・⼤⽯⽥町今宿地区
（L2対応）
・鮭川村川⼝地区
（新規）
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大蔵村

新庄市

鮭川村

舟形町

尾花沢市

57.5ｋ（30k）

67.5ｋ（40k）

77.5ｋ（50k）

最上川

大石田町

3

87.5ｋ（60k）

さけがわむら にわつき

真室川町

37.5ｋ（10k）

戸沢村

鮭川橋

観音寺橋

14.0

15.0

鮭川村庭月地区

整備イメージ ⼤蔵村 ⽩須賀地区
・天端保護
L=1.71km
・裏法尻保護
L=1.71km

47.5ｋ（20k）

30.0

29.0

28.0

⼤蔵村⽩須賀地区

整備イメージ

尾花沢市毒沢地区

浸透対策

（遮水矢板工）

尾花沢市 毒沢地区
・浸透対策 L=0.7km

おばなざわし どくさわ

Ｌ＝10m

鮭川橋

観音寺橋

15.0

航空写真

浸水想定範囲

14.0

13.0

L=1,680m

堤防天端をアスファルト

で保護（イメージ）

川裏法尻をｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ等

で補強（イメージ）
堤防天端をアスファルト

で保護（イメージ）

30.0

28.0

29.0

危険箇所

航空写真

浸水想定範囲

30.0

航空写真

浸水想定範囲

対
策
不
要
区
間

鮭川→

真室川→

金
山
川→

鮭川→

動く
ハード対策

鮭川村 庭⽉地区
・天端保護 L=1.68km

洪⽔氾濫を未然に防ぐ対策
浸⽔対策

危機管理ハード対策
堤防天端の保護

危機管理ハード対策
堤防天端の保護
堤防裏法尻の保護

洪水氾濫を未然に防ぐ対策 危機管理ハード対策・
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伝える
【参考資料】
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促す 【参考資料】
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